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自然はわれらを　われらは自然を

絶えまない人と自然
の連携を象徴するメ
ビウスの連環。これ
が息の長い活動が期
待される自然保護の
シンボルマークに表
現されています。　
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出水の小川

胎範碑とサルスベリ

①現在の猿ヶ辻

ナツツバキ

②幕末の公家町図から猿ヶ辻周辺

③幕末の猿ヶ辻周辺

私の好きな散策ポイント
御苑の涼を求めて

竹元　恵

猿
ヶ
辻
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
か

伊
東
　
宗
裕

六
月
、
ア
ジ
サ
イ
の
開

花
に
梅
雨
の
訪
れ
を
感
じ

て
い
る
と
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ

が
咲
き
始
め
、
や
が
て
ヤ

ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
の
花
が
目
に

留
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
セ
ミ
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
は
じ
め
る
と
、
京

都
御
苑
に
も
本
格
的
な
夏

が
や
っ
て
き
ま
す
。

「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア（COOL 

SHARE

）」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
夏
の
猛
暑

日
、
家
庭
で
の
電
力
消
費

の
半
分
以
上
が
エ
ア
コ
ン

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、

ひ
と
り
一
台
の
エ
ア
コ
ン

を
や
め
、
涼
し
い
場
所
を

み
ん
な
で
シ
ェ
ア
す
る

（
共
有
す
る
）
こ
と
で
家

庭
で
の
電
力
消
費
を
減
ら

そ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

す
。
昨
年
、
環
境
省
の
省

エ
ネ
施
策
の
ひ
と
つ
に
な

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

実
生
活
で
取
り
入
れ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
や
美
術
館
な
ど
の
公
共

施
設
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

し
た
り
、
自
然
が
多
く

て
涼
し
い
場
所
に
行
っ
た

り
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

う
し
て
暮
ら
し
て
い
る
と
、

節
電
し
て
い
る
こ
と
も
忘

れ
楽
し
み
な
が
ら
健
康
的

に
夏
を
送
れ
る
気
が
し
ま

す
。京

都
御
苑
は
都
会
の
中

に
あ
っ
て
緑
の
多
い
空
間

で
す
。
砂
利
敷
き
の
苑
路

か
ら
一
歩
小
径
に
入
る
と

所
々
に
木
陰
や
水
辺
が

あ
り
、
暑
さ
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
水
分
補

給
の
た
め
の
水
筒
を
片
手

に
お
気
に
入
り
の
場
所
を

探
し
て
散
策
し
て
い
る
と
、

生
き
も
の
達
と
の
新
た
な

出
会
い
も
あ
り
ま
す
。

「
出
水
の
小
川
」
は
水

に
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
つ

く
ら
れ
た
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
小
川
で
す
。
春
、

様
々
な
品
種
の
サ
ト
ザ
ク

ラ
が
咲
き
誇
る
こ
の
場
所

は
、
夏
に
な
る
と
水
遊
び

を
す
る
子
供
た
ち
で
賑
わ

い
ま
す
。
八
月
に
は
小
川

の
向
か
い
、
胎い

範は
ん

碑ひ

の
側

に
あ
る
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花

が
見
頃
を
迎
え
、
青
空
と

紅
紫
色
の
花
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
爽
快
で
す
。
小
川

の
傍
ら
の
木
陰
で
子
供
達

の
声
を
聞
き
な
が
ら
ひ
と

休
み
し
ま
す
。

「
拾
翠
亭
」
は
九
條
家

の
別
邸
茶
室
と
し
て
江
戸

後
期
に
建
て
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
、
御
苑
の
歴
史
を

今
に
伝
え
る
貴
重
な
建
築

物
の
ひ
と
つ
で
す
。
高
倉

橋
か
ら
望
む
書
院
風
数
寄

屋
造
り
の
拾
翠
亭
と
九
條

池
の
広
が
る
景
色
に
、
か

つ
て
の
様
子
を
想
像
し
ま

す
。「ト

ン
ボ
池
」
は
普
段

自
然
環
境
保
全
の
た
め
に

閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

八
月
の
数
日
間
一
般
に
公

開
さ
れ
ま
す
。
水
生
昆
虫

や
カ
エ
ル
類
な
ど
の
生
息

場
所
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
時
期
は
オ
オ
シ
オ
カ
ラ

ト
ン
ボ
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

清
和
院
御
門
へ
抜
け
る
小

径
や
児
童
公
園
で
は
梅
雨

の
頃
か
ら
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ

の
白
い
花
の
群
集
が
見
ら

れ
ま
す
。
花
の
後
に
小
さ

な
青
藍
色
の
果
実
を
つ
け

る
と
夏
も
終
わ
り
に
近
い

と
知
り
ま
す
。
小
径
を
歩

き
な
が
ら
、
セ
ミ
の
抜
け

殻
探
し
を
し
ま
す
。

（
京
都
御
苑
管
理
事
務
所

　

普
及
指
導
企
画
官
）

京
都
御
所
を
と
り
ま
く

築
地
塀
は
東
北
の
す
み
に

切
り
欠
き
が
あ
り
、
軒
下

に
猿
の
木
像
が
置
か
れ
て

い
る
（
図
①
）。
都
の
東

北
（
鬼
門
）
を
守
る
の
は

比
叡
山
延
暦
寺
だ
が
、
そ

の
地
主
神
で
あ
る
日
吉
山

王
社
の
お
使
い
が
猿
だ
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
近
く
で
、
文
久
三

年（
一
八
六
三
）五
月
二
十

日
に
姉
小
路
公
知
が
暗
殺

さ
れ
た
。
後
世
猿
ヶ
辻
の

変
な
ど
と
い
わ
れ
る
事
件

で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
犯

人
と
目
さ
れ
た
薩
摩
藩
士

田
中
新
兵
衛
（
人
斬
り
新

兵
衛
）
が
自
殺
し
て
、
真

相
は
う
や
む
や
に
な
っ
た
。

姉
小
路
公
知
が
殺
さ
れ

た
猿
ヶ
辻
と
は
当
時
ど
ん

な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
文
久
三
年
当
時
の

内
裏
（
京
都
御
所
）
は
安

政
二
年
（
一
八
五
五
）
に

造
営
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

安
政
度
内
裏
で
あ
る
。
こ

れ
が
お
お
む
ね
現
在
の
京

都
御
所
な
の
だ
が
、
建
設

さ
れ
た
当
時
の
安
政
度
内

裏
と
現
在
の
京
都
御
所
に

は
ひ
と
め
で
わ
か
る
違
い

が
あ
る
。
そ
れ
が
猿
ヶ
辻

一
帯
で
あ
る
。

図
②
は
安
政
度
内
裏
と

公
家
町
を
描
い
た
絵
図
の

内
裏
の
部
分
。内
裏
の
東

北
が
階
段
の
よ
う
に
二
段

に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
こ
の
図
は
正
確
な
図

で
は
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
し

た
内
裏
設
計
図
を
見

る
と
、
北
側
の
切
り

欠
き
は
現
在
の
猿
ヶ

辻
程
度
の
ち
い
さ
な

か
ら
は
有
栖
川
宮

の
邸
宅
が
せ
ま
っ

て
い
た
。
い
ま
の

ひ
ろ
び
ろ
と
し
た

猿
ヶ
辻
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
。
待

ち
伏
せ
に
は
絶
好

の
地
だ
っ
た
。

（
京
都
市

歴
史
資
料
館
）

も
の
で
あ
る
。
図
③
で
こ

の
部
分
を
簡
略
化
し
て
示

し
た
。
メ
ー
ト
ル
に
換
算

し
た
値
も
お
お
ざ
っ
ぱ
な

も
の
で
あ
る
。

猿
ヶ
辻
の
変
は
、
当
時

の
史
料
に
は
朔
平
門
外
の

変
と
い
わ
れ
て
い
た
。
図

③
で
見
る
よ
う
に
、
現
在

の
猿
ヶ
辻
は
事
件
当
時

よ
り
も
朔
平
門
か
ら
八
十

メ
ー
ト
ル
以
上
遠
ざ
か
っ

て
い
る
。
い
ま
猿
ヶ
辻
に

立
つ
と
、
な
ぜ
こ
の
事
件

が
朔
平
門
外
の
変
と
い
わ

れ
た
り
猿
ヶ
辻
の
変
と
い

わ
れ
た
か
、
よ
く
理
解
で

き
な
い
。
し
か
し
当
時
の

内
裏
の
姿
を
考
え
る
と
朔

平
門
と
猿
ヶ
辻
は
十
二

メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
は
な

れ
て
い
な
い
。
納
得
で
き

る
の
で
あ
る
。

内
裏
の
東
北
部
は
、
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
二

月
に
拡
張
さ
れ
て
現
在
の

姿
に
な
っ
た
。
こ
の
拡
張

は
和
宮
の
婚
姻
（
降
嫁
）

の
謝
恩
と
し
て
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
に
幕
府
が

企
画
し
た
が
、
不
穏
な
情

勢
の
な
か
で
の
び
の
び
に

な
っ
て
い
た
。

事
件
当
時
の
猿
ヶ
辻
附

近
は
屈
曲
し
て
い
て
、
東

ル
、
ア
メ
ン
ボ
な
ど
が
登

場
し
ま
す
。
ハ
ス
の
開
花

も
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
池
の
周
囲
は
林
で
、

吸
蜜
に
や
っ
て
く
る
ナ
ガ

サ
キ
ア
ゲ
ハ
や
、
甲
虫
も

観
察
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
童
心
に
返
り
生
き
も
の

を
探
し
ま
す
。
水
辺
の
周

囲
は
木
陰
に
な
っ
て
い
て

腰
掛
け
も
用
意
さ
れ
、
子

供
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で

毎
年
多
く
の
方
が
訪
れ
ま

す
。「母

と
子
の
森
」
は
落

葉
広
葉
樹
や
野
草
地
が
広

が
る
森
で
、
小
鳥
が
水

浴
び
で
き
る
よ
う
つ
く
ら

れ
た
「
バ
ー
ド
バ
ス
」
や
、

昆
虫
、
動
物
、
き
の
こ
な

ど
の
図
鑑
、
子
供
向
け
書

籍
、
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど

を
揃
え
た
「
森
の
文
庫
」

が
あ
り
ま
す
。
側
に
は
丸

太
で
つ
く
ら
れ
た
ベ
ン
チ

や
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
木

陰
の
下
で
読
書
を
楽
し
み

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
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の
セ
ミ
で
す
。
鳴
く
の
は

雄
だ
け
で
同
じ
種
の
鳴
き

声
の
周
波
数
の
音
し
か
聞

こ
え
な
い
の
で
、
他
の
種

の
鳴
き
声
に
は
反
応
し
ま

せ
ん
。

雄
の
腹
部
に
は
、
発
音

す
る
膜
が
あ
り
、
発
音
筋

で
震
動
さ
せ
、
腹
部
が
空

洞
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

共
鳴
箱
の
役
目
を
し
て
い

ま
す
。
腹
部
を
伸
び
縮
み

さ
せ
て
音
を
増
幅
さ
せ
ま

す
。雌

に
は
、
発
音
機
構
は

な
く
腹
部
に
は
卵
が
多
く

つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

夕
方
か
ら
セ
ミ
の
羽
化

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ケ
ヤ
キ
・
サ
ク
ラ

の
木
の
根
元
を
十
八
時
頃

見
る
と
幼
虫
が
、
穴
を
あ

け
て
出
て
き
ま
す
。
樹
木

に
登
り
羽
化
し
ま
す
。
羽

化
を
観
察
す
る
と
透
明
な

翅
が
伸
び
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
感
動
し
ま
す
。

ま
た
、
セ
ミ
の
羽
化
殻

を
見
れ
ば
、
種
名
や
雌
雄

が
判
明
で
き
ま
す
。
羽
化

殻
の
あ
る
樹
木
や
高
さ
、

方
向
等
を
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
の
観
察

空
中
で
多
数
の
ト
ン
ボ

が
群
れ
て
飛
ん
で
い
る
の

が
、
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
で

す
。

■平成25年京都御苑自然教室
　初心者の方を対象とした自然教室の今後の予定は、下
記のとおりです。都市の中で貴重な緑をもつ御苑で、夏
の自然を観察しましょう。
 夏の自然教室 “夏の御苑にふれよう”
 7月21日（日）9：30～12：00
主　　催　環境省京都御苑管理事務所 ＴＥＬ075（211）6348
　　　　　一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
  ＴＥＬ075（211）6364
指　　導　京都自然観察学習会の先生方に指導して頂きます。
内　　容　夏の御苑にはどんな草花やキノコがあり、ど
　　　　　んな虫や鳥たちが生活しているか観察します。
集合場所　京都御苑　乾御門前
　　　　 （上京区京都御苑内西北門）
受付時間　当日　9：00～9：20
参 加 費　保険料100円
そ の 他　筆記用具をご持参下
　　　　　さい。手持ちのルー
　　　　　ペ、双眼鏡、図鑑な
　　　　　どの観察用具がある
　　　　　と便利です。ハチの被害を避けるため、服装
　　　　　については、黒い衣類や帽子は着用しないよ
　　　　　うにお願いします。
＊以降の自然教室予定
 秋の自然教室 “秋の御苑にふれよう”
 平成25年11月17日（日）9：30～12：00

催　事　案　内

和　　　名 開　花　期

6月～  7月

5月～11月

7月～  9月

主に見られる場所

中立売御門東側

大宮・仙洞御所
東側散策道沿い

間ノ町口内、九条池周辺
建礼門前、寺町御門、等

ナツツバキ

ア ベ リ ア

サルスベリ

夏のトンボ池一般公開

会　員　募　集
一般財団法人 国民公園協会　京都御苑
年会費　●普通会員　　　　　　　　　1，000円以上
　　　　●賛助会員（会社・団体）　　10，000円以上

会 員 へ の 特 典
1．本会発行物をそのつど送付します。
　（御苑ニュースは会費収入で発行されています。）
2．葵祭、時代祭の招待券を進呈します。
　（ただし、普通会員は会費4，000円以上の方に限ります。）
■申し込み、問い合わせ先
　　　一般財団法人 国民公園協会　京都御苑
　　　　　　　　　　　住所　京都市上京区京都御苑3
　　　　　　　　　　　　〒602-0881  ＴＥＬ075（211）6364

「閑院宮邸跡」見学

収納展示室　午前 9時～午後 4時（午後 4時 30 分閉館）
休館日／月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館）、年末年始

京都御苑南西角の創建以来の場所に建つ、「閑院宮邸跡」。収納展示室では、京都御
苑の歴史や自然の資料が展示されています。苑内散策の折に是非お立ち寄り下さい。

■自然環境保全の観点から閉鎖している「トン
ボ池」を期間限定で一般公開します。期間
中はスタッフによるミニ解説も行います。

■8月2日（金）～4日（日）
■9：00～11：30（最終入場は11：20まで）
■場所：富小路口から北東へ徒歩約5分
■当日現地にて受付　　■入場無料

クマゼミの成虫

セミの羽化殻の腹面下部（左♂・右♀）

クマゼミの成虫の♂の腹部の腹弁

ウスバキトンボの幼虫

ウスバキトンボの成虫

京都御苑から見える大文字

京
都
御
苑
で
大
文
字
を
見
ま
せ
ん
か

西
尾
　
泰
介

夏
の
自
然
教
室

「
昆
虫
」
の
観
察
ポ
イ
ン
ト谷

　
幸
樹

ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
は
、

赤
道
を
中
心
に
両
半
球
の

熱
帯
・
亜
熱
帯
お
よ
び
温

帯
に
広
く
分
布
し
、
日
本

で
は
ほ
ぼ
全
土
で
見
ら
れ

ま
す
。

卵
や
幼
虫
は
き
わ
め
て

成
長
が
速
く
、
夏
の
高
温

期
に
は
産
卵
し
て
か
ら
五

日
以
内
に
ふ
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
幼
虫
期
間

は
二
十
五
日
か
ら
三
十
日

で
す
。

羽
化
し
て
か
ら
一
週
間

で
生
殖
が
可
能
に
な
り
、

交
尾
・
産
卵
を
行
い
約
一

カ
月
半
で
世
代
を
繰
り
返

し
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
、
卵
・
幼
虫
・
成
虫

は
死
滅
し
ま
す
。

幼
虫
は
寒
さ
に
弱
く
、

琉
球
列
島
か
ら
北
の
地
域

で
は
、
越
冬
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
卵
や
幼
虫

に
休
眠
性
が
な
い
た
め
に

一
定
の
寒
さ
に
気
温
が
下

が
る
と
死
に
絶
え
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
方
で
は
一
カ
月
半
ご

と
に
世
代
を
繰
り
返
し
ま

す
。
個
体
密
度
が
過
剰
に

な
り
、
毎
年
四
月
～
五
月

頃
に
季
節
風
に
乗
っ
た
若

い
個
体
が
大
群
で
北
上
し

ま
す
。
た
ど
り
着
い
た
個

体
は
、
池
・
プ
ー
ル
・
小

川
な
ど
に
産
卵
し
ま
す
。

七
月
に
は
第
二
世
代
が
羽

化
し
、
第
三
世
代
が
八
月

中
旬
羽
化
し
、
八
月
下
旬

に
は
膨
大
な
数
に
な
っ
て

群
飛
し
、
さ
ら
に
北
方
へ

移
動
を
繰
り
返
し
ま
す
が
、

冬
に
な
る
と
死
滅
し
ま
す
。

ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
は
一
方

通
行
の
移
動
を
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

京
都
で
は
、
お
盆
の
時

に
群
飛
を
す
る
の
で
、「
盆

ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
京
都
御
苑
の
池
や

小
川
等
で
羽
化
殻
が
見
ら

れ
る
の
で
調
べ
て
見
ま

し
ょ
う
。

京
都
御
苑
の
夏
は
、
多

種
多
様
な
昆
虫
が
生
息
し

て
い
ま
す
の
で
観
察
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

毎
年
八
月
十
六
日
、
京

都
の
夜
空
を
焦
が
す
五
山

の
送
り
火
。
祇
園
祭
と
と

も
に
、
京
都
の
夏
の
風
物

詩
の
一
つ
で
す
。「
大
文

字
」「
左
大
文
字
」「
妙

法
」「
船
形
」「
鳥
居
形
」

に
火
を
灯
し
、
先
祖
の
精

霊
を
見
送
る
行
事
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
送
り
火
の

中
で
も
代
表
的
な
「
大
文

字
」
は
、
一
画
の
長
さ
が

八
十
メ
ー
ト
ル
、
二
画
が

百
六
十
メ
ー
ト
ル
、
三
画

が
百
二
十
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

こ
の
「
大
文
字
」
の
み
京

都
御
苑
か
ら
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

特
に
京
都
御
所
の
建
礼

門
前
、
乾
御
門
前
、
清
和

院
御
門
前
は
隠
れ
た
鑑
賞

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
午
後
八

時
に
点
火
さ
れ
、
約
三
十

分
間
点
灯
し
ま
す
。
雲
の

間
か
ら
覗
く
月
灯
り
の
中
、

広
い
苑
内
で
砂
利
を
踏
み

な
が
ら
見
て
い
る
と
、
昔

の
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気

持
ち
を
味
わ
う
こ
と
が
出

来
ま
す
。
悠
久
の
歴
史
に

想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
大

文
字
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
一
般
財
団
法
人　

国
民

公
園
協
会　

京
都
御
苑
）

セ
ミ
の
観
察

夏
、
京
都
御
苑
で
は
朝

か
ら
に
ぎ
や
か
な
セ
ミ
の

鳴
き
声
の
演
奏
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。「
シ
ャ
ア

シ
ャ
ア
」
の
声
は
ク
マ
ゼ

ミ
で
、「
ジ
ー
ジ
リ
ジ
リ
」

の
声
は
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
で
、

「
チ
ー
」
の
声
が
ニ
イ
ニ

イ
ゼ
ミ
で
す
。

ク
マ
ゼ
ミ
は
日
本
最
大


